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四 

月 

 

一
三
日 

中
村
隆
好
大
人
五
十
年
祭 

中
村
千
代
刀
自
十
年
祭 

一
五
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

一
八
日 

教
祖
御
誕
生
祭 

一
九
日 

婦
人
会
第
一
〇
七
回
総
会 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

 

二
六
日 

御
本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

   五
月 

  
 
 

二
日 

支
部
婦
人
会
、
支
部
は
ぐ
く
み
塾 

 
 

三
日 

支
部
例
会(

由
利
道
分) 

五
日 

お
願
い
づ
と
め
（
13
時
30
分
） 

 
 

七
日 

お
さ
づ
け
取
次
日 

一
三
日 

由
利
分
教
会
月
次
祭 

 

立教１８７年  令和７年        ５ 月 号 

由利 

教祖誕生祭参拝  
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

 

今
月
の
言
葉
は
仙
田
善
孝(

美
拝
分
教

会
長)

・
三
宅
雅
史(

医
学
博
士)

共
著
、「
医

師
と
読
み
解
く 
驚
き
！
「
か
り
も
の
」

の
体
」
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。 

 

あ
と
が
き
に
か
え
て(

三
宅
医
学
博
士) 

体
の
つ
く
り
は
神
が
決
め
た
真
理
で
あ

り
、
普
遍
性
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
深
遠

な
意
味
や
神
秘
を
含
ん
で
い
ま
す
。
先
人

の
解
明
の
歩
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
身
近
な

人
々
と
そ
の
醍
醐
味
を
分
か
ち
合
う
の
が

私
の
生
き
が
い
で
す
。 

今
回
の
教
会
報
の
連
載
に
あ
た
っ
て
、

今
ふ
り
返
れ
ば
、
ど
の
説
明
に
も
「
か
し

も
の
・
か
り
も
の
の
理
」
に
通
じ
る
も
の

が
あ
っ
た
と
思
え
る
の
で
す
が
、
当
初
私

は
“
体
は
物
質
を
借
り
て
で
き
た
も
の
で
、

い
つ
か
自
然
に
返
る
も
の
”
と
表
面
的
に

理
解
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
単
に
『
分
か

り
や
す
い
人
体
の
構
造
と
機
能
』
を
念
頭

に
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
筆
を
進
め
る

う
ち
、
天
理
教
の
教
え
が
生
物
学
や
医
学

と
矛
盾
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
科
学
者
の

発
見
よ
り
も
先
に
人
体
の
働
き
の
本
質
に

つ
い
て
い
く
つ
も
言
い
当
て
て
い
た
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
大
事
に
残
し
て
い
る
仙
田
会
長
の
言

葉
に
、「
こ
の
世
は
神
の
体
」
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
世
界
と
、
そ
こ
で
生
か
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
人
間
の
体
、
そ
れ
ら
は
み
な

神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
、
ず
っ
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

神
が
決
め
た
真
理
を
追
究
す
る
サ
イ
エ
ン

ス
は
、
そ
の
教
え
を
後
追
い
し
、
裏
付
け

て
い
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。 

連
載
記
事
を
本
に
ま
と
め
る
作
業
も
仕

上
げ
に
入
っ
た
頃
、「
ま
え
が
き
」
の
最
後

の
段
落
に
さ
り
げ
な
く
書
か
れ
た
文
章
を

読
ん
で
、
は
た
と
膝
を
打
ち
ま
し
た
。
会

長
が
「
気
づ
き
」
と
「
報
恩
」
の
二
語
に

込
め
た
意
図
は
、“
人
体
を
つ
ぶ
さ
に
見
つ

め
、
人
知
の
及
ば
な
い
御
業
や
際
限
の
な

い
奥
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
れ
ば
、
自
ず
と
感

動
と
感
謝
が
生
ま
れ
る
”
“
そ
こ
か
ら
親

神
様
の
思
召
に
思
い
至
り
、
そ
れ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
暮
ら
し
を
心
が
け
て
も
ら

え
ば
”
で
あ
っ
た
と
よ
う
や
く
気
付
い
た

次
第
で
す
。
私
に
原
稿
の
打
診
を
す
る
よ

り
も
遥
か
以
前
か
ら
、
彼
に
は
そ
の
よ
う

な
構
想
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ふ
り
返

れ
ば
一
番
初
め
に
、“
陽
気
ぐ
ら
し
世
界
の

実
現
は
天
理
教
の
壮
大
な
目
標
”
と
教
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
世
の
存
在
そ
れ
自
体
が

永
遠
の
謎
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
言
葉

は
そ
の
謎
へ
の
一
つ
の
答
え
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。
教
会
長
に
導
か
れ
な
が

ら
、
か
り
も
の
の
身
体
の
不
思
議
さ
、
有

難
さ
の
一
端
を
、
一
通
り
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
天
理
教
の
一
貫
し
た

願
い
で
あ
る
陽
気
ぐ
ら
し
の
実
現
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

教
祖
御
誕
生
祭
、
婦
人
会
総
会
団
参 

 
 

去
る
四
月
十
八
日
、
教
祖
二
二
七
回
目

の
御
誕
生
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
北

洋
婦
人
会
と
し
て
祭
典
前
に
神
苑
草
取
り

ひ
の
き
し
ん
を
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
の
参
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拝
と
な
り
ま
し
た
。 

翌
日
、
四
月
十
九
日
に
は
、
晴
天
の
も

と
天
理
教
婦
人
会
第
一
〇
七
回
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
の
の
ち
、
御
礼
の
お
つ
と
め
を
会

員
全
員
で
つ
と
め
終
了
し
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
久
し
ぶ
り
に
教
祖
の
お
墓
地
に
参

拝
さ
せ
て
頂
き
、
二
十
日
に
無
事
帰
会
し

ま
し
た
。 

 会
長
さ
ん
、
天
理
音
楽
祭
に
登
壇 

及
び
挨
拶 

  

皆
様
御
存
知
の
よ
う
に
、
当
教
会
で
は

平
成
十
五
年
に
主
に
不
登
校
の
生
徒
さ
ん

を
育
成
す
る
事
を
目
的
に
由
利
明
誠
高
等

学
院
を
設
立
し
、
多
く
の
卒
業
生
が
巣
立

っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
会
長
さ
ん

と
由
利
道
の
会
長
さ
ん
と
杉
江
健
二
先
生

（
美
張
分
教
会
長
、
青
少
年
養
育
支
援
セ

ン
タ
ー
代
表
）
が
協
力
し
合
っ
て
お
ぢ
ば

で
“
不
登
校
支
援
相
談
員
協
議
会
”
を
設

立
。
同
協
議
会
で
約
三
百
一
名
の
不
登
校 

        

支
援
相
談
員
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
同

相
談
員
は
、
不
登
校
の
分
野
で
第
一
人
者

で
あ
る
花
輪
敏
男
共
栄
大
学
客
員
教
授
の

講
習
を
受
け
て
頂
き
、
不
登
校
を
解
決
す

る
た
め
の
実
践
的
智
識
を
身
に
付
け
た
後

に
相
談
員
と
し
て
の
資
格
を
取
得
す
る
も

の
で
す
。
個
人
差
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
そ
の
相
談
員
の
方
々
で
不
登
校

の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
方
は
、
同
資
格

の
知
識
を
活
か
し
て
不
登
校
の
お
助
け
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
活
動
に
前
秋
田
教
区
修
理

人
で
も
あ
り
ま
し
た
西
垣
春
道
本
部
准
員

先
生
が
非
常
に
感
銘
し
て
下
さ
い
ま
し
て
、

同
協
議
会
の
講
座
を
開
催
す
る
時
も
御
本

部
の
施
設
を
使
用
出
来
る
よ
う
に
取
り
計

ら
っ
て
下
さ
っ
た
り
全
面
的
に
支
援
下
さ

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
う
い
う
中
で
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

紹
介
し
た
い
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
去
る

四
月
二
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
お
ぢ
ば
で

『
一
手
一
つ
イ
ン
天
理
音
楽
祭
』
が
大
勢

の
本
部
員
先
生
、
各
ス
ポ
ー
ツ
の
著
名
人
、

各
団
体
の
協
力
の
元
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

内
容
は
、
天
理
高
校
雅
楽
班
、
天
理
中

学
校
吹
奏
楽
部
、
琴
と
フ
ル
ー
ト
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
本
島
和
太
鼓
、
そ
の
他
素
晴

ら
し
い
名
演
奏
ば
か
り
で
し
た
。 

 

こ
の
前
半
の
部
終
了
の
後
に
、
当
不
登

校
協
議
会
の
代
表
で
あ
る
会
長
さ
ん
に
協

議
会
の
紹
介
も
か
ね
て
是
非
挨
拶
を
し
て

頂
き
た
い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
長
さ
ん
も
恐
れ
多
い
御
役
に
緊
張
も

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
現
代
社
会
で
は
不

登
校
の
み
な
ら
ず
引
き
こ
も
り
、
発
達
障

害
、
家
庭
の
貧
困
等
様
々
な
問
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
分

野
の
問
題
に
取
り
組
む
お
助
け
活
動
を
支

援
し
た
い
と
い
う
御
本
部
の
親
心
を
し
み

じ
み
と
感
じ
さ
せ
て
頂
い
た
と
の
事
で
す
。 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 
 

長 

祭 

主 

 

伊 

藤 

奈
律
子 

 

小 

林 

理
英
子 

木 

内 

教 

子 

仁 
 

賀 
 

保 

小 

林 

大 

晃 

由 

利 

東 

布 

雄 
 

物 
 

川 

仁 

賀 

保(

前) 

佐
々
木 

由 

正 

齋 

藤 

清 
一 

由 
 

利 
 

道 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

松 

田 

理 

奈 

坐
り
づ
と
め 

佐
々
木 

由 

正 

仁 
 

賀 
 

保 

扈 
 
 

者 

小 

川 

道 

子 

斎 

藤 

美
和
子 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

桑 
 

原 
 

廣 

小 

林 
大 
晃 

上 
 

之 
 

浜 

齋 
藤 

賢 

爾 

豊 
 

島 
 

優 
佐
々
木 

義 

實 

佐
々
木 

由 

正 

由 

利 

東 

布 

仁 
 

賀 
 

保 

東 
 

滝 
 

沢 

小 

松 

敬 

子 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

木 

内 

美 

歩 

前 
 
 

半 

利 
 

翔 
 

布 

斎 

藤 

清 

一 

賛 
 
 

者 

畠 

山 

清 
香 

豊 

島 
末 

子 

小 
川 

昭 

子 

小 
 

川 
 

心 
小 

野 

繁 

樹 
仁 

 

賀 
 

保 

桑 
 

原 
 

廣 

佐
々
木 

義 

實 

利 
 

翔 
 

布 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

豊 
 

島 
 

優 

小 

林 

大 

晃 

佐
々
木 

由 

正 

佐
々
木 

良 

美 

小 

川 

貴
美
子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

上 
 

之 
 

浜 

指 

図 

方 
 

 

部

内

だ
よ
り 
 

矢
島
町
分
教
会 

 
 

四
月
の
誕
生
祭
に
矢
東
２
名
、
矢
浪
１
名
、
矢
島
２

名
、
計
５
名
参
拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

由
利
道
分
教
会 

 

誕
生
祭
に
会
長
夫
人
、
家
族
姉
妹
３
人
、
孫
３
人
が

参
拝
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
長
男
誠
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
帰
り
４

月
、
修
養
科
に
入
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

６月祭典役割表         神殿講話 矢島町分教会長 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

 


